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地域SECUNITY活動を通して

1

２０２５年４月

三井物産セキュアディレクション株式会社

資料４
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地域SECUNITY活動の源泉（大きなポイント２つ）

業種別でのセミナーの開催とインフルエンサーの発掘 九州大学リカレント教育 SECKUN特別受講

業種ごとにインフルエンサーが登場し登壇、
活動を共にすることが出来た

中小企業の方々に受講頂き、気づきを得た

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/sangyo_cyber/wg_keiei/pdf/008_03_00.pdfより抜粋して加工
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地域と業種（産業）

地域・業種とサプライチェーン

地域SECUNITY（B)

地域SECUNITY（A)

地域SECUNITY（C)

地域SECUNITY
（D)

業種（ⅰ）

業種（ⅱ）

業種（ⅲ）

業種（ⅳ）

地域SECUNITY（E)

業種（ⅴ）
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コミュニティ形成の支援
（あおもりサイバーセキュリティ向上委員会）

大分DX推進コミュニティ

4

地域SECUNITY活動の変遷

ＦＦＴＡサイバーセキュリティ研究会
設立と活動

経済産業省事業

公益社団法人福岡貿易会

R7.3.14
吸収

一般社団法人地域セキュリティ協議会（ASC)
設立と活動

地域SECUNITY連絡会
での出会い

普及啓発での出会い

東北に
おける
活動

関東圏での活動検討中

R7.4～

活動の場の提供

R2.10～R4.3

R4.4～R7.3

R5.11～

R5.10～新たなコミュニティ活動

連
携

4人からスタート

九州における地域
SECUNITY
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佐賀を事業所に置き、地域SECUNITYの活動をベースとした一般社団法人をR5.11月に
設立

略称ASC（Area Security Council）

一般社団法人地域セキュリティ協議会
URL:https://areasc.org/

（組織図）
【代表理事】
溝上 泰興 （株式会社ミズ/調剤薬局）

【業務執行理事】
關原 優 （三井物産セキュアディレクション株式会社）
永野 英世 （三井物産セキュアディレクション株式会社）

【顧問】
九州大学 情報基盤研究開発センター 
情報システムセキュリティ研究部門 小出 洋 教授

【オブザーバ】
福岡県警察サイバー犯罪対策課、佐賀県警察サイバー犯罪対策課

【常任理事】
小口 幸士 (創ネット株式会社）
服部 祐一（株式会社セキュアサイクル）
前田 典彦（株式会社FFRIセキュリティ）

【監事】
貞閑 孝也

【理事】
大澤 陽子 (株式会社佐賀IDC）
織田 良正（社会医療法人 祐愛会織田病院）

一般社団法人の設立（R5.11～）
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セミナー 農業編
医療機関

サイバーBCP演習
医療機関・調剤薬局
サイバーBCP演習

東海大学熊本キャンパス、
IPAと共催

祐愛会 織田病院様
佐賀地域３組織演習受講/

視聴参加者多数

就農者の登壇
（体験）

佐賀県警察本部
サイバー犯罪対策課

佐賀県警察本部
サイバー犯罪対策課

ASC主催の活動：ニーズを元に各組織と共同で企画・開催
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各セミナー/ワークショップ開催への支援

サイバーセキュリティシ
ンポジウム（第２回）

地域の産業特性
（製造/海業）

九州大学サイバーセキュリ
ティセンター主催

アイピー倶楽部、IPA共催

福岡県警察本部
サイバー犯罪対策課

海業の方の登壇

※R7.4月～公益社団法人福岡貿易会内、ＦＦＴＡサイバーセキュリティ研究会の活動を吸収

青森県警察本部
サイバー犯罪対策課

福岡地域の経営者

公益社団法人福岡貿易会

迷惑メール対策 台湾関連

福岡貿易会会員向け

会内アンケート結果を元に
開催

特別講演

海外ビジネスを中心とした
貿易会会員向けに開催
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相互
醸成

8

地域SECUNITY活動とお助け隊サービス

地域ＳＥＣＵＮＩＴＹ

（セキュリティコミュニティ）での活動

九州地域 東北地域

関東地域

地域のコミュニティを

繋ぎ知見の共有・連携

中小企業自らの取組を支援
課題の理解→対策としての活用・共有

経済産業省が進める中小企業向け地域セ
キュリティコミュニティとして活動を開始

経済産業省事業資料より抜粋

出典: IPA5分でできる情報セキュリティ自社診断

中小企業経営者等との活動、連携、
伴走の中でIPAのコンテンツを活用

現状把握結果から、課題への対応策
として、お助け隊サービスの導入へ

地域を超えて、口コミによる
中小企業経営者の経験談と
お助け隊サービス活用事例等
取組を含めた知見の共有
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自
分
達
が
メ
イ
ン
で
取
り
組
み
た
い

演習受講後の取り組み（約２年かけて様々な伴走支援を行い開催）

・創ネット株式会社（従業員30名）

佐賀地域

自社の避難訓練
で行いたい

地域医療として
行いたい

Twineを使ったゲーム感
覚での自社訓練を実施

祐愛会織田病院様内でサイ
バーBCP机上演習を開催

福岡県警察サイバー犯罪
対策課の支援の元、シナ

リオを作成

祐愛会織田病院様と佐賀
県警サイバー犯罪対策課

とで検討会を開催
佐賀医療機関・調剤薬局向
けにサイバーBCP机上演習
を開催（３組織受講）

・祐愛会 織田病院（従業員約500名、500床）
・ミズ薬局（従業員約600名）

佐賀地域は水害が多く、経営者が水害対策と同じ発想での取り組みに気付く

マルウェア感染の被害を経験、経営者が演習の重要性に気付く

SECKUN受講
（机上演習）

約２年かけて、その地域の方が行いたいものを実現させるべく
伴走支援を実施

福岡地域
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福岡地域 創ネット株式会社 従業員30名佐賀地域① 社会医療法人 祐愛会織田病院 演習

佐賀地域② 医療機関・調剤薬局 演習

参考）
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自身も企画側
で開催

（全員参加）

興味のない人
に参加頂くた
めの努力

（振り向かせ
る）

ポイント

セミナー/演
習への参加

気づき

入口 出口

入口から出口までを伴走支援することで仲間を増やし、その地域で普及啓発が広がっていく。

フォローアップ

中小企業の経営者を中心

自組織の担当者
をアサイン
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事例

➢ マルウエア感染被害を自社で把握できてなかっ
た（対策が不十分）

➢ 県警察への通報や対処が分からなかった
➢ 社内体制が組まれていなかった

➢ セキュリティ対策ソリューション導入済
➢ 偽サイト確認後30分以内に県警察への通報、並

行して経営へ報告、その後の対処も自社内で完
結して実施

➢ 対応後、県警と地域SECUNITY関係者へ対処が正
しいか確認を自発的に行った

今年（After)３年前（Before)

中小企業経営者が作成し、社内に展開

地域SECUNITYの活動の中で伴走支援を実施、３年かかるも自立し始めている
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課題

１．伴走支援のリソース

２．費用

３．時間

・対象地域で活動できるリソースが限られている
・ボランティア精神

・開催への費用の捻出
・謝金・交通費の他、企画側（事務局）の工数/

費用が課題

・振り向いてもらい、意識改革、社内浸透に
約３年かかる

１．担当者のアサイン

２．費用

３．時間

・事業の直接的成長性に紐付きずらいセキュリ
ティへの費用（投資）が捻出しずらい

・育成する時間を取りずらい

・育てると退職してしまう（転職）。
・経営者が自組織で信頼できる人物のアサイン
が必要

・担当者は他の業務と兼務、プライオリテ
ィが下がりやすい（本人の意識次第となる）

主催者（地域SECUNITY活動側）の課題 中小企業の課題



© 2024 Mitsui Bussan Secure Directions, Inc.  All Rights Reserved.

①登録セキスペのアクティブリスト・みなし受講制度の活用

②中堅・中小企業の内部における人材の確保・育成のための実践的方策ガイド

➢ 地域SECUNITYとアクティブリストに掲載された登録セキスペをつなげ
ることで、相談先の課題解決と的確な伴走支援を行える。

➢ 地域に貢献できることで、資格保持の意義をさらに見出すことが出来る。
➢ みなし受講制度により資格維持につながる

➢ 中小企業と登録セキスぺの方が共に伴走する際のガイドとして有効
➢ ガイドを用いてその中小企業の「健康診断的活動」に繋がる（長期支援）

③地域SECUNITY活動

【地域SECUNITYでの伴走支援の課題】
➢ 地域性の知見が必要
➢ 伴走支援のリソース
➢ 複数年での継続支援

効果（仮説）

効果（仮説）

協力（案）

制度を広く認知いただくため
の普及啓発を地域SECUNITY

活動の中でも実施（案）

➢ ①と②をセミナーの中で紹介する
➢ 登録セキスぺの方の登壇の機会を

設ける

地域SECUNITYと登録セキスぺの連携（案）

・地域は人と人のつながり、信頼を大切にする傾向が強い（技術を語られても分からない）
・青森では登録セキスぺの資格を持つIPAプレゼンターの方が１名、普及啓発に参加中

アクティブリストの広報周知支援
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登録セキスぺについて

➢ 既にお抱えのIT事業者やコンサルタントがおられるので、その関係性を考慮すべき。
➢ 地域のIT事業者やコンサルタントに登録セキスぺ取得奨励などを別途進めることも重要。

地域には様々な“付き合い（関係性）”があるので、中小企業と現在支援をしているIT事業者をセットで進めら
れることが望ましい。（中小企業とIT事業者/コンサルタントで１組織と見ることも必要（案））

➢ 地域のIT事業者の信頼はとても厚い。IT事業者から登録セキスぺを生み出す取り組みも必要と思われる

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/sangyo_cyber/wg_keiei/cyber_human/pdf/005_05_00.pdf
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実践的方策ガイドに関する議論について

①既存ガイドラインとの整理
既に企業ではガイドラインをお使いになら
れているため、混乱しないように新たなガ
イドではなく体系整理が必要と思います。

②事例効果
事例はとても効果があります。
ただし、大企業の事例となると、他人事に聞こえてしまうので、
例えば、中小企業/産業別の事例がより効果があると思います。

③中小企業内の普及事例（大分県）
各種ガイドラインについては、自身の業務に関係の無い社員はほぼ読もうとしないので、解決策として、IPAの
動画を就業中に視聴可能の許可を経営層に取り付けて実施しているとのこと。読ませるよりも視聴のほうがある
程度の理解は出来てくるとのこと

※第4回検討会事務局資料：https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/sangyo_cyber/wg_keiei/cyber_human/pdf/004_03_00.pdf

第4回検討会事務局資料※ P8より抜粋
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参考）実践的方策ガイドについて（事例）
【中小企業の情報セキュリティ対策ガイドラインの付録3：5分でできる！情報セキュリティ自社診断】を活用した実績がある。
点数付けされるので、経営層へbefore/ After（対策実施の効果）を理解してもらいやすい。

①現状分析

②対策実施

④経営層へ報告

③効果の確認

➢ 点数が低いのは分かっているのでやりたがらない
➢ 読み解きを間違えるケースが多い（良い方向に倒す）
➢ 出来れば経営層も入って頂き現状の点数を知っていた

だくことで次のStepへ進めやすい

➢ 費用掛からず簡単にできる項目から着手し点数を上げる
➢ 正しい対策の実施を行うように推し進める

（セキュリティを知らないIT事業者の提案等への対応）

➢ 自社診断結果を数値化する
➢ 効果が目に見えるので担当者の自信・やる気ににもつな

がる

➢ セキュリティのを難しいと考える（分からない）経営層
にも数値でせつめいすることにより効果を説明できる。

➢ 経営層も投資しやすくなる

自己診断を活用した伴走支援（約1年）

実践的方策ガイドについても数値化できる診断キットがあると以下
が見込まれます（仮説）
➢ 各登録セキスぺごとの“ズレ”がさらに無くなる（明確な項目と点数）
➢ 中小企業内で自立しやすい（目標設定を立てやすい）
➢ 効果を集計することで地域ごとの実績や次の施策検討に繋げることができる

https://www.ipa.go.jp/security/guide/sme/ug65p90000019cbk-att/000055848.pdf
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地域のセキュリティコミュニティ

IT事業者教育機関

公共団体

地域
企業

セキュリティ
ベンダ

地域
企業

地域
企業

体験の共有
・自分のできたこと/できなかったこと
・同業種、取引先同士のビジネス上のセキュ
リティ要求状況

情報の共有
・費用をかけずにできること
・費用をかけて実施したこと
・公共団体、支援団体、セキュリティベンダ
等の有用情報

交流
・企業の交流、新たなビジネス創出
・企業と学生の交流から新たな雇用

地域
企業

地域
企業

地域
企業

地域
団体

地域
団体

体験の共有 人材交流 情報の共有

好循環

サイバーセキュリティ
に関する施策の普及

自律的・継続的活動 人材育成

コミュニティ形成のイメージ
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